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　西の空に沈む夕日は大きく見えるが、腕を伸

ばして比べると小指の爪の半分位しかないこと

に気付く。意外な程に見かけは小さいが、地球

上の全ての生命のエネルギー源であるのが、わ

れらが太陽だ。日々変わらずに光り輝いている

のが当たり前のようだが、実はそれがそうでは

ない。

1. 太陽は生きている
　夕日に黒い点が見えることがある。「日」と

いう漢字は、太陽を見立てた丸の中に、こういっ

た黒点を配した形から生じたという説もあると

か聞く。黒点は地磁気の数万倍もの強い磁場を

伴っている。

　望遠鏡で毎日観察を続けると（眼を焼いてし

まうので決して太陽を望遠鏡で直接覗いてはい

けません。）、黒点の形や大きさが変わって行き、

太陽は「生きている」ことに気が付く。また、

黒点が移動していく事から、太陽がおよそひと

月で自転している事が判る。更に注意深く観察

すれば、自転の速さが緯度によって異なる事も

気付く。更に長期に亘って観察を続けると、黒

点の出現頻度がおよそ 11 年の周期で増減を繰

り返す事が判る。

2. 太陽は巨大な磁石
　太陽は全体としては地磁気の 10 倍程度の双

極磁場を持っている。その N 極と S 極は凡そ
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22 年毎に反転する。黒点の増減と合わせて、

太陽の磁場活動は凡そ 22 年の周期で変動して

いる訳だ。日々の生活では、太陽の明るさは一

定の様に感じられるが、精密に測ると、これも

黒点周期に合わせて 0.01%程変動している。黒

点の多い時期が暗い様に思われるかも知れない

が、豈
あにはか

図らんや、黒点活動の活発な時期の方が

明るい。

　黒点の出現頻度は 11 年周期と書いたが、17

世紀には殆ど黒点が現れない時期が長く続いた

という。この時期、ヨーロッパでは寒い時期が

続いた事が知られている。黒点をはじめとする

太陽活動と地球の気候変動との関係は、これか

らの研究の進展が期待される。

　太陽が生きている、活発に活動しているとい

う事を最も実感出来るのは、衛星を使っての動

画であろう。太陽表面からダイナミックにガス

が吹き出し、太陽半径の何倍もの高さまで吹き

上がる様子を目の当たりに見ると、ただ驚くば

かりである。こうした爆発的現象は、太陽が発

生させるエネルギーの幾らかを磁場が蓄え、そ

れを解放する瞬間なのだ。

3. 目には見えない筈の内部を「見る」
　こうした太陽活動は全て磁場の活動であると

言って良い。太陽にどうして磁場が存在し、そ

れがどうしてほぼ周期的に変動するのかを理

解するのが本質となるのだが、どんな望遠鏡で

どんな波長の光を使っても、太陽の内部を見る

事はできない。しかし、最近では、「太陽の振

動を使って、目では見えない筈の太陽内部を見

る」、という事が可能となってきた。望遠鏡で

見た太陽表面は粒状斑と呼ばれるブツブツな斑

だらけで、これは太陽表面ではエネルギーを運

ぶために乱流が起きている事を示している。

ロケットエンジンから轟音が発生する様に、乱

流は音波を発生させる。そのために、太陽表面

を良く観察すると、乱流以外にも規則的な波動

が観測され、これを解析することによって、見

えない筈の太陽の内部が見える様になったの

だ。こういった手段を使った太陽内部の研究は

「日震学」と呼ばれ、いまや目覚ましい進展を

遂げている。こうして判ってきた最新の「われ

らが太陽」像を紹介しようと思います。
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